
 

  

 令和３年度９月号 

幸手市下川崎３８７ 

☎４３－４６１１ 

幸手市立西中学校  

学校だより  

オリンピックより        校長 野口 祐人 
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我妻悠香（あがつまはるか）さんは、東京２０２０ソフトボール日本代表チームのキャッチャーとして、見事１

３年ぶりの金メダル獲得、並びに、北京に続いてのオリンピック連覇に大きく貢献した選手の一人です。 

 彼女は、川口市立在家中ソフトボール部に所属していました。当時、在家中は、県大会を何連覇もしていて、記

憶違いでなければ全国大会３位まで昇りつめた学校です。私は、その在家中と杉戸中ソフトボール部顧問時代に県

大会で戦う機会がありました。県大会の１回戦で対戦するというくじを引いてしまっての対戦でしたが、その在家

中の中でも彼女は抜群のキャッチャーでした。ワンバウンドの投球でも、体を張って、絶対といっていいほど後ろ

にそらさない、しかも、強肩、強打。特に驚いたのは、うち（杉戸中）のチームが唯一のチャンスとして１アウト、

ランナー３塁をつくった時でした。彼女は、ピッチャーが投げる１球ごとに、今まで対戦したどのチームのキャッ

チャーよりも、敵ベンチにいる私を見ていました。つまり、敵チームの監督がどんなサインを出すのかを、１球ご

とに徹底的に観察していたのです。ソフトボールは野球より塁間が短く、スクイズやエンドランが多用されます。

ランナー３塁ともなればなおさらです。そこで、キャッチャーとしては当然相手チームが何をしかけてくるか警戒

しなくてはなりません。ですが、中学生のキャッチャーはなかなかそこまではできません。ピッチャーの配球を考

えること、ピッチャーのボールをしっかりキャッチすること、ランナーの動きを見ること、守りのフォーメーショ

ンを確認することなど、自分のチームのことでいっぱいいっぱいになることが多いからです。彼女は冷静でした。

何球かは、ピッチャーにはずしたボール（バッターがバットを振っても届かないようなボール）を投げさせるな

ど、ピンチを切り抜けました。バッターとしても素晴らしいので、彼女の長打力を警戒し、うちのチームのレフト

を通常よりかなり後ろに下げて守らせていましたが、打球はその頭の上を軽々と超えていきました。 

 というわけで、当時からとても印象に残るキャッチャーでしたが、その彼女がいた川口在家中も、印象に残って

います。特に印象的だったのは、県大会会場到着後の行動です。普通のチームならば、会場到着後は、いかに試合

前のいい準備をするかをまず考えると思います。うちのチームもそうでした。しかし、在家中は会場に着くと、ま

ず、会場の清掃から始めたのです。広い会場内のごみ拾い、トイレ清掃、自分のチームが使うベンチはもちろん、

なんとうちが使うベンチまで掃除してくれていました。さすがに、それは断りましたが、会場掃除が終わってから

自分たちのアップを始めるのです。この時点で、チームとしての差や、顧問としての差を感じずにはいられません

でした。うちのチームは６－０で敗れ、完敗でしたが、戦いの中はもちろん、それ以外の部分でも、私自身がさま

ざまに学ばせてもらった県大会となりました。そんな印象深い学校の、印象深い選手が、日本の代表として活躍す

る姿を見て、改めてその素晴らしさを再確認しましたし、彼女の成長し続ける姿、努力し続けた道のりに頭が下が

りました。 

 もう一つ、今回のオリンピックで印象的だったのは、メダルを獲得した様々な競技の選手の皆さんが、インタビ

ューで口々に大会開催への感謝を口にしていたことでした。コロナがなければ、オリンピックが４年に１度開催さ

れることは、いわば当たり前になっていたと思います。しかしながら、今回の大会では、その当たり前に感謝する

言葉が異口同音に聞かれました。開催するために尽力してくれた方々への感謝を、開催そのものに対する感謝を、

これほど聞いた大会が過去にあったでしょうか。 

 大会開催そのものに対しての感謝、過去の県大会で見られた在家中の感謝のかたち、 

当たり前のことが当たり前でなくなった今だからこそ、改めて考えさせられました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇初夏の青空のもと、３年生の学年体育祭が行わ

れました。感染対策を最優先に、生徒が安心して

取り組めるように工夫を凝らしての学年ごとの開

催とさせていただきましたが、生徒は笑顔で、目

を輝かせ、心地よい汗を流していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事 

１ 水 第２学期始業式 時差登校 

２ 木 給食開始 分散登校Ａグループ 

３ 金 分散登校Ｂグループ 

４ 土 土曜授業 分散登校Ａグループ  

５ 日  

６ 月 分散登校Ｂグループ  

７ 火 分散登校Ａグループ 

８ 水 分散登校Ｂグループ 

９ 木 分散登校Ａグループ  

10 金 分散登校Ｂグループ 

11 土  

12 日  

13 月 通常授業再開予定日 

14 火  

15 水 第２回東部地区テスト 

16 木 新人陸上地区予選会 全校総合 

17 金 新人陸上地区予選会予備日 

18 土  

19 日  

20 月 敬老の日 

21 火 新人地区予選 

22 水 新人地区予選 

23 木 秋分の日 

24 金 新人地区予選 

25 土  

26 日  

27 月 水曜授業 ふれあいデー 新人地区予選予備日 

28 火  

29 水 月曜授業 

30 木  

   

 
『西中ブログ』閲覧数上昇中！ 

◇本校の教育活動を紹介する 

ブログです。ＱＲコードから 

アクセスできますので、是非 

御覧ください！！ 

【保護者の皆様へ】 

〇地域より自転車の乗り方

について御指摘をいただい

ています。乗車のマナーに

ついて御家庭でも更なる御

指導をお願いいたします。 

 

 

御家庭でも感染対策 

        

 

 

◎新型コロナ感染者が県内

でも急増しています。家庭

内感染防止に御協力を改め

てお願いいたします。 

  

三者面談を行いました！ 

夏休みの期間を活用し 3年生は三者面談、１、

２年生は表札訪問を行いました。三者面談は学校

生活や家庭での様子を担任と家庭が共有できる

有意義な機会になりました。特に、進路について

関心が高く、真剣な話し合いが行われました。表

札訪問は担任が各家庭の場所を確認しました。緊

急時に必要に応じた対応ができるよう備えます。

ます。 

今夏行われた東京オリンピックでは、それぞ

れの競技で研ぎ澄まされた技術を、テレビを通

じてですが、目にすることができました。同時期

に本校生徒も大きな舞台で活躍しましたので、

努力を讃え、ご紹介します。 

 

 

全国中学校体育大会第６１回全国中学校水泳

競技大会女子１００ｍバタフライ第７位入賞                       

さん（３の２） 

 


